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■総合的な浸水対策による浸水被害の最小化

◆気候変動の影響を踏まえた浸水対策の強化
・近年は、全国各地で水災害が激甚化・頻発化しており、気候変動の影響による降雨量が

増加し浸水被害リスクの増大が懸念されています。
・

浸水被害の軽減を目指した雨水管やポンプ場などの抜本的な対策を進めていますが、
完了に を要することから、短期対策として局所的な対策を併せて進めるなど、
浸水対策の加速化を図ります。

◆本市の整備状況
・浸水対策は、ハード整備＊1の着実な推進と併せ、ソフト対策＊2を組み合わせた

「総合的な浸水対策」への転換、また、床上浸水が多発する地区など重大な被害が生じる
恐れのある地区を「重点地区」として、優先的に整備することが求められています。

４

（Ａ）浸水対策施設の整備
◆雨水幹線、貯留管、調整池など

（Ｂ）自助・共助対策への支援
◆雨水出水浸水想定区域図の作成
◆各種助成制度の継続
◆浸水ハザードマップの活用

（Ｃ）既存ストックの活用
◆田んぼダムの活用（関係者との協働）
◆背割排水路の改修

・本市は、概ね10年に１回発生する降雨
（最大１時間あたり約50mm）に対する
ハード整備を進めています。一方で、
下水道施設によるハード整備には限界が
あるため、ソフト対策と が自ら
行うことができる浸水対策である防水板、
貯留タンクなどの自助・共助対策への
支援も推進していきます。

＊1 ハード整備… 管渠、ポンプ場や貯留施設などの
下水道施設の整備を行うこと。

＊2 ソフト対策… ハザードマップ、水位周知下水道
などの情報提供や自助支援など。

（Ａ）浸水対策施設の整備
◆雨水幹線、貯留管、調整池、

ポンプ場など

（Ｂ）自助・共助対策への支援
◆各種助成制度の継続
◆浸水ハザードマップの活用

（Ｃ）既存ストックの活用
◆田んぼダムの活用（関係者との協働）
◆水位周知下水道の導入

助成制度

新潟市における浸水対策事業の進め方について 第二次新潟市下水道中期ビジョン（改訂版）［2024 2028年度］
令和６年度８月9日
新潟市下水道部
下水道計画課

【浸水対策施設 東区大石２号貯留管】貯留量16,700 
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